
2026 年度 児童家庭支援センター オリーブの木 事業計画（案） 

１． 事業目的・経営方針                                    
①目的                                                    
水俣・芦北地域所管である本センターでは、令和 7年 4月から令和 8年 1月までの 10 ヵ月で、の

べ（1619）件の保護者/児童の来所相談、センタースタッフによる家庭訪問、関係機関等からの各種
相談が行われた。 
不登校、ネグレクト、養育者の心身の疲弊、児童自身の特性理解困難など様々な課題を抱える家

庭が増加している。アウトリーチによる訪問支援を行い安否確認や情報把握に努めている。 
関係機関（主に学校等）からの相談対応が増加している。また、緊急対応支援の実施、それに伴

い、児童相談所・自治体・児童家庭支援センターの 3層構造による幅広く手厚い相談体制の充実を
目指している。 
当センターは、地域の縁がわ事業も活用した要支援者が支援を得られやすい窓口作り、関係機関

との連携の促進、転送電話による夜間相談対応および緊急避難的な保護、また、各市町村を定期的
に訪問し心配な家庭の早期発見に努め、安心し子育てしやすい街づくりを目指すことを目的とす
る。 
 

②基本理念・基本方針                                          
児童にとって最も大切な「いのち」、強く明るく生きぬくための「みらい」、その２つをオリーブ

の木のように支える支援者の姿「ささえあい」をキャッチフレーズとし、管轄地区の水俣市、津奈
木町、芦北町を中心に、また県外ではあるが隣接する出水市、伊佐市も状況に応じて地域の児童・
家庭福祉の支援ニーズに応えていく。 
テーマとしては、【子育てのしやすい街】【親子を分離しない町づくり】を根本に考え、地域の児

童の福祉に関する各般の問題につき、児童、ひとり親家庭、心配な家庭、その他の家庭、地域住民
その他からの相談に応じ、必要な助言を行うとともに、保護や支援を必要とする児童又はその保護
者に対する指導に止まらず、こども保護者双方の思いや意見を聞き取り、自己決定尊重した支援の
展開を行い、併せて児童相談所、市町村、児童福祉施設等との連絡調整を総合的に行い地域の児
童・家庭福祉の向上を図る。 
 
２． 事業体制                                           
①実施事業                                                    
事業名および種別  対象者 
児童家庭支援センター 
「オリーブの木」 

児童家庭支援 
□１.地域・家庭からの相談に応じる事業 
□２.市町村の求めに応じる事業 
□３.児童相談所からの受託指導 
□４.里親等への支援 
□５.関係機関との連携・連絡調整 

18 歳未満の児童 
児童の保護者 
関係機関 

 
 
 
 
 



②職員構成                                                              
職員数５名（正規職員 3名 非常勤職員２名） 
運営管理責任者 
（児童養護施設職員兼任） 

 １ 相談員 1（２） 心理士 １ 

※（）内数は非常勤職員 
※組織表・職務分掌 別紙参照 
③開所時間                                               
9:00～18:00 月曜日から土曜日（但し、祝祭日年末年始 12月 28 日から 1月 3日までは休みとす
る） 
夜間・休日は、センター固定電話から夜間専用携帯電話に転送することで当番スタッフが対応。 
FAXやメールでの相談は 24 時間受付、翌開所日に対応。  
 
④事業概要                                             
□１.地域・家庭からの相談に応じる事業 
虐待の恐れがある、児童が不登校傾向にあり登校できないなどの各種の相談を受けつつ、センター
の物的人的資源を活用し、保護者との面談や児童の居場所作りなど問題の減少・解消にむけたアプ
ローチや支援を行い、特に不登校児童の居場所として定着できるような周知啓発を行う。 
水俣市、津奈木町、芦北町との連携を厚くし、その他の地域を含め広く相談業務に対応する。 
管轄地域の地域療育センター療育相談員（児童家庭支援センター 非常勤職員を兼務）と共に学校等
に同行訪問し、児童家庭支援センターへの理解を深める活動を行いつつ、不登校や虐待の疑いなど
早期発見や介入にあたり、支援や関係機関との連携を深め各家庭とのつながりを持つ。 
家庭、関係機関からの相談に対し、ペアレントトレーニングなどの実施や、地域に向けた子育てに
関するセミナー・研修等を行い、地域の子育てスキルの向上を図る。 
 
□２.市町村の求めに応じる事業 
市町の福祉課が受けている相談ケースについて、心理士が行うカウンセリング等による心理面での 
フォローや相談員によるケース相談、個別ケース検討会議への参加を通して問題の減少・解消を図
る。 
水俣市こども家庭センターとの連携を深める為、月一回の連携会議（みなおり会議）を開催し地域
連携と心配な家庭への支援を強化する。また、児童養護施設光明童園 地域支援班と共に 1市２町と
の地域連携強化を図る。今後、水俣市こども家庭センター同様の取り組み（連携会議）を２町村に
関しても取り組み開始を視野に入れ、関係機関との連携を深め地域連携強化を図る。 
 
□３.児童相談所からの受託指導 
八代児童相談所の相談ケースのうち、施設入所までは要しないが要保護性がある児童、施設を退所
後間もない児童等、継続的な指導措置が必要な児童及びその家庭について指導委託を当センターが
受託して指導を行う。指導委託ケースに関しての面談の計画性、心理面談の計画性や目的など、児
童相談所の委託内容と共に、当センターの支援計画をして策定し定期的な振り返りを行い、児童相
談所からの委託内容に整合性を持たせて行く。 
 
□４.里親等への支援 
八代児相管内で里親養育包括支援機関の委託を受けた認定NPO法人優里の会と協力し、以下の各号



において会場の提供や運営協力を行う。 
① 水俣芦北地区の里親並びに里親制度に関心のある住民とのサロン（里親支援専門員実施）に参加
し、里親家庭とつながりをもつ。 

② 水俣芦北地区の里親を中心としたサロン開催 
③ 担当地域、委託家庭への定期的な連絡（電話、LINE）を行い、里親家庭をフォローできる体制
を作る。さらに、委託を受けている里親自身の公私の活動が円滑にいくため、レスパイト的利用
を提案し、里親の負担軽減を図ると共にセンタースタッフによる委託児童のモニタリングを行う 

 
□５.関係機関との連携・連絡調整 
円滑な業務実施のために連絡を密にするとともに、当センターが協力できる限り、以下の各号に対
して支援を行う 
① 管轄地域からの通告の安全確認 
② 学校・保育園等からの通告の安全確認 
③ DV、虐待等の理由で保護が必要な親子又は親、子どもの緊急避難的保護 
 
３． 職員処遇                                         
②職員研修                                                              
目 的 
社会問題の多様化に伴い、地域で発生する児童・家庭問題も多様化しており、県主管課・児童相

談所や市町村福祉課から児童家庭支援センターに期待されるものは大きい。研修をとおして役割の
明確化、 
効果的な支援の在り方を研鑽すると共に自己研鑽を望む風土を作る。 
□1.熊本県児童家庭支援センター協議会主催の連絡会・同協議会主催の全国研修熊本大会参加 
□2.法人が行っている職員研修等への積極的な参加 
□3.県内外の児童家庭支援センター等を見学、研修する職員研修の実施 
□4.Zoomを使ったオンライン研修参加 
□5.自らの実務に即した研修、資格取得に向けた講習の受講等、個々のスキルアップを図る 
□6．職員間研修実施（CARE）を用いたワークショップの実施。 
□7.その他の研修については研修計画表参照 
 
４．権利擁護                                                   
権利擁護及び苦情解決体制                                      
目 的 
利用者及び職員への虐待防止の徹底を図る。 
□1.苦情解決体制（責任者・担当窓口）を設立し 1週間に 1度の苦情箱の確認を行う 
  責任者：諌山直子 
  窓口担当：竹本ひとみ 
□2.運営管理者等による職員への個別面談 
□3.センター職員を対象とした県主催の虐待防止研修への参加 
 
５．危機管理                                         



目 的 
管理規程に定めている非常災害への対策を図るとともに、児童等の緊急避難的な保護対応の際にも 
安心・安全を守るため、一層の体制強化と危機管理の徹底を図る。 
□1.火事や風水害に備えた月 1回の避難（又は事前予防）訓練を実施する 
□2.月 1回の職員会議にてヒヤリハット事案とその対応を提示し再発防止を検討、共有する 
※防災避難訓練年間計画表 参照 
 
６．地域交流支援                                       
目 的 
地域の方々により身近に利用していただける事業所としてご理解とご協力をいただく。 
□1.インターネットの SNSサービスを利用し、行事や案内を行う 
□2.ホームページの運営およびイベントの定期掲載 
□3.パンフレット・ホームページにはユニバーサルデザインの理念のもと、見る方々により 
わかりやすいものにする 

□4.担当地区内での福祉に関連したイベントにおける周知活動の実施 
□5.気軽に親や児童が子育てや家庭の悩み等を相談する場として地域の縁がわ事業を活用して受け入 
れを図る 

□6.地域の個人や団体と協力し、子ども地域食堂ポパイ、学習習慣支援活動等およびイベントの企画 
□７.児童養護施設光明童園 地域支援班と共に地域の子育て支援ニーズの掘り起こしのためのアンケ
ートの実施とその結果の公表  

 
７．その他                                          
後援会組織                                                                      
地域の福祉向上に貢献することを目的とし、利用される地域の児童・家庭に寄与するためにセンタ
ー内の備品や施設整備資金などのひかりどうえんを支える会への支援を依頼する 
 



社会福祉法人　光明童園　児童家庭支援センターオリーブの木　法人組織図

管理者　諌山直子

児童家庭支援センター オリーブの木

地域の縁がわ・地域ふれあいホーム

センター長　諌山直子

統括リーダー　吉本純子

相談員

勝田 超子

山本 有三　神谷 公省

心理士

龍 浩平

こどもセンター

スタッフ

統括センター長　笠 大佑

水俣市こどもセンター

社会的養護

児童養護施設　湯出光明童園

園長　谷川 嗣子

地域療育事業

（発達サポート部門）

児童発達支援センターにこにこ

多世代交流事業（地域子育てサポートネット）

光明童園評議員

選任・解任委員会

法人監事

社会的養護

児童養護施設　光明童園

園長　林 竜介

社会福祉法人

光明童園理事会

社会福祉法人

光明童園評議員会

社会福祉法人　光明童園

理事長　堀 浄信

社会的養育総合支援センター

センター長　堀 浄信



2026 年度 児童家庭支援センターオリーブの木 職員研修予定 
 
【目的】 
社会問題の多様化に伴い、地域で発生する児童・家庭問題も多様化しており、児童相談所や市町村福
祉課や学校関係等から児童家庭支援センターに期待されるものは大きい。研修をとおして役割の明確
化、効果的な支援の在り方、職員自らがスキルアップの必要性を感じ自己研鑽を積む 
 
【研修名】 

セ
ン
タ
ー
長 

西日本児童養護施設職員セミナー（佐賀県） 9/7～9/8 
九州児童家庭支援センター協議会総会（熊本市）6 月 
九州地区児童福祉施設職員研修（鹿児島県） 6/9～6/10 
全国児童家庭支援センター研修会 （兵庫県）10 月 
熊本県児童家庭支援センター研修会（荒尾市） 12 月 
FLEC フォーラム（東京）3月 
全国子ども家庭養育地域ネットワークセミナー（茨城県大会）９月 

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
他 

子どもの人権を考える研修 
人権に関する研修会 
多職種連携会議 
ストレスケア研修会 
モチベーションアップ研修会 
アンガーマネジメント研修会 
リスクマネジメント研修会 
カウンセリング研修会 
苦情解決研修会 
SBI 主催 心理職員研修会 
子どもの虐待防止セミナー 
九州児童福祉施設職員研修会 
法人全体会 
法人職員研修 
ペアレントトレーニング研修 

 
相
談
員 

西日本児童家庭支援センター実務者研修 6 月 
九州児童家庭支援センター協議会総会 6 月 
九州地区児童福祉施設職員研修（鹿児島県）6 月 
全国児童家庭支援センター研修会（兵庫県） 10 月 
熊本県児童家庭支援センター研修会（秋）1 月 
FLEC フォーラム（東京）3月 

 
 
 
心
理
士 

トラウマ研究会 (札幌)5/8～5/9 
西日本児童家庭支援センター実務者研修（6 月） 
九州児童家庭支援センター協議会総会 
九州地区児童福祉施設職員研修（鹿児島県）6 月 
全国児童家庭支援センター研修会（兵庫県）10 月 
熊本県児童家庭支援センター研修会（秋/1 月） 
FLEC フォーラム（東京）3月 
全国子ども家庭養育地域ネットワークセミナー（熊本県大会）９月  
全国社会的養育関係 心理職員研究会 

そ
の
他 

他児童家庭支援センター見学 
救急法研修会 
子育てセミナー開催 
その他の研修 

 



2026 年度 児童家庭支援センターオリーブの木 行事計画 
 
 児童家庭支援関係 職員関係 対外関係（その他） 

4
月 

児童相談所・市町村との顔合せ 
指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
（事業所目標設定） 
九州児家セン協議会役員会 
SV/個人目標設定 

子ども地域食堂開催 
児童福祉司任用講習 
里親定例会 

5
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
 

里親定例会 

6
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
九州児家セン協議会 

地域支援部門全体会議 
法人全体会議 

子ども地域食堂 
里親定例会 

7
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
 

里親定例会 

8
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
熊本県三層構造会議連絡会（県庁） 

地域支援部門全体会議 子ども地域食堂 
里親定例会 

9
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
全国子ども家庭支援地域ネットワーク 

地域支援部門全体会議 
個人目標振り返り 

里親定例会 

10
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
全国児家セン協議会研究大会（神戸） 

地域支援部門全体会議 
個人目標設定 

子ども地域食堂 
里親定例会 

11
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
子どもの居場所づくり推進連絡協議会 

水俣市子ども食堂フェスティ
バル 
里親定例会 

12
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
子育てニーズアンケート 

地域支援部門全体会議 
熊本県児家セン協議会連絡会（玉名） 

子ども地域食堂 
里親定例会 

1
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
 

里親定例会 
西本願寺派連携会議 

2
月 

指導委託ケース進捗会議 
水俣市連絡会 
次年度事業実施計画書提出（県） 
子育てニーズ集計 

地域支援部門全体会議 子ども地域食堂 
里親定例会 

3
月 

指導委託ケース進捗会議 
地域みらい会議（全体会） 
水俣市連絡会 

地域支援部門全体会議 
（事業所目標振り返り） 
個人目標振り返り 

里親定例会 

そ
の
他 

・水俣市要保護児童対策地域協議会 
（代表者会・実務者会・個別ケース会） 
・津奈木町要保護児童対策地域協議会 
・芦北町要保護児童対策地域協議会 

・こども宅食応援団参加 
・九州児童家庭支援センター連絡会 
（毎月） 
・健康診断（年 1 回） 

【毎月】 
・地域みらい会議 
 児童相談所 
 水俣市・芦北町・津奈木町 
・みなおり会議 

 



２０２６年 度 

避 難 訓 練 年 間 計 画 表 
児童家庭支援センターオリーブの木・病児病後児保育もくれん 

月 
防災想定 
場所 

内  容 実 施 上 の 留 意 点 と 指 導 

4/28（火） 
朝礼後 

センター1F の
火災 

プレイルーム 
からの火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

５/26（火） 
朝礼後 

ミモザ館 
キッチン 

ミモザ館 
からの火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

6/30（火） 
朝礼後 

センター 
２F 火災 

２F キッチン 
からの火災 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

7/28（火） 
朝礼後 

ミモザ館 
１F 脱衣所前 

洗濯機からの 
火災 

・大雨への事前準備の確認 
・垂直避難時の事務室からの持ち出し物の確認 

8/25（火） 
朝礼後 

センター 
屋外の火災 

屋外ボイラー 
からの出火 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

9/29（火） 
朝礼後 

ミモザ館２F 
隔離室の火災 

エアコンからの 
出火 

・風水害への事前準備の確認 
・雨戸等備品の使い方のチェック 

10/27（火） 
朝礼後 

センター１F 
事務所 

事務所からの 
出火 

・風水害への事前準備の確認 
・垂直避難時の事務室からの持ち出し物の確認 

11/24（火） 
朝礼後 

ミモザ館 
屋外の火災 

屋外ボイラー 
からの出火 

・避難順路、避難先の確認 
・初期消火の確認 

12/22（火） 
朝礼後 

センター 
倉庫の火災 奥倉庫での出火 ・避難順路、避難先の確認 ・初期消火の確認 

1/26（火） 
朝礼後 

ミモザ館 
２F の火災 奥保育室の出火 ・避難順路、避難先の確認 ・初期消火の確認 

2/23（火） 
朝礼後 

センター 
屋外の火災 

屋外ボイラー 
からの出火 

・出火先の特定 
・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 

3/23（火） 
朝礼後 

物資保管庫 
からの火災 

 
中倉庫での出火 

・出火先の特定 
・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について 

 

 



2026 年度 子育て世帯訪問支援事業 事業計画書 
 
１事業目的 
 家事・育児等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等がいる家庭
の居宅を訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・育児等の支
援を実施することにより、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐことを目
的とする。 
 
２事業概要 
 （１）育児支援 
    保育所等の送迎支援や一時的な子どもの保育地域の母子保健施策・子育て支援施策等の

情報提供等を含む 
 （２）家事支援 
    契約市町からの要請がある場合、家事支援も行う 
    
３支援対象 
 （１）保護者のない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認められる児童のいる

家庭及びそれに該当するおそれのある家庭 
 （２）食事、生活環境等について不適切な養育状態にある家庭等、保護者の養育を支援するこ

とが特に必要と認められる児童のいる家庭及びそれに該当するおそれのある家庭 
 （３）若年妊婦等、出産の養育について、出産前において支援を行うことが特に必要と認めら

れる妊婦のいる家庭 
 （４）その他、市町が特に支援が必要と認めた家庭 
 
４留意点 
 （１）児童の最善の利益を実現させる観点から、知り得た個人情報の保護については十分に配

慮をするとともに、正当な理由なく業務上知り得た家庭等の情報を漏らしてはならな
い。 

 （２）本事業以外の支援も必要であると考えられる場合には、市町村へ連絡し、必要な支援に
つなぐように努める。また市町村と情報は共有するものとする。 

 （３）訪問支援員は、身分証書を提示し、市町村からの訪問者であることを明確にする。 
 （４）事故が発生した場合には速やかに市町村へ報告をする。また、補償保険に加入すること

とする。 
 （５）事業を実施にあたり、市町村の決めた経費を徴収する。 
 
 
 
 
 
 



水俣市・津奈木町・芦北町 子育て世帯訪問支援事業 年間行事計画 

 各種研修 業務内容 その他 

4 月  活動 実績報告 委託契約 

5 月 法人職員研修 活動 実績報告  

6 月  活動 実績報告  

7 月 研修 活動 実績報告  

8 月  活動 実績報告  

9 月  活動 実績報告  

10 月  活動 実績報告  

11 月 講演会（衛生講

話） 

活動 実績報告  

12 月  活動 実績報告  

1 月 ソーシャルワーク研修 活動 実績報告  

2 月  活動 実績報告  

3 月  活動 実績報告 委託事業実績報告 

地域子育てサポート

ネット報告会 

  



2026年度 病児・病後児保育もくれん 事業計画（案） 
 

１．職員配置                                                                                             
職員については、看護師または保育士を常駐させ、保護者からの受付と病児への対応を行う。 
病児利用になった場合は、あらかじめ登録している職員（保育士１名・看護師 1 名・保育補助者 3 名）
の中から選別し、その対応にあたる。 
利用者からの要望・苦情への対応は、法人の「苦情解決対策」により対応する。 
 
２．業務責任者                                                 
社会福祉法人光明童園 地域子育てサポートネット管理者  諌山直子を業務責任者とする。 
 
３．医療機関等との連携                                            
指導医については、児童養護施設光明童園及び児童発達支援センターにこにこにおける嘱託医である、 
小児科医「山田クリニック」に依頼し協定を締結する。 
緊急時の協力医療機関については、水俣市総合医療センターに依頼し、協定を締結する。 
 
４．安全面・衛生面の配慮事項                                           
２F部分には保育室2室と観察室（安静室）を1室用意し、症状による個別対応を図り、感染を防ぐと
共に常駐の看護師を中心に、その専門性により、アセスメントを強化し感染や悪化の防止を図る。 
 
５．事故防止対策                                            
外部からの侵入防止については、画像が確認できるインターフォンを用意し玄関での人物確認を行う。 
児童の転落・墜落防止の為、各部屋窓部には格子、廊下には転落防止柵を設置する。 
送迎者の確認については、お預かり・お迎えの際のアセスメントを徹底する。 
 
６．事故発生時の対応                                           
連絡体制・避難誘導・対応マニュアルについては、児童養護施設光明童園及び児童発達支援センターに
こにこが隣接しているため、同様のものを用いて対応を図る。損害賠償保険に加入する。 
 
７．利用者（保護者）への対応                                           
児童の健康状態の管理体制については、「病児預かり記録」や医療機関からの「連絡票」、利用者からの
聴き取りを徹底し管理する。 
保護者への対応については、利用受付や送迎の際に、綿密なコミュニケーションをとり対応し、現状を
鑑みICT化を取り入れた申込み等を行い業務の簡素化を図る。 
個人情報の管理方法については、書類棚の施錠の徹底、パソコン使用時のパスワード設定、職員への指
導（就業規則に基づく個人情報保護規定「個人情報保護契約書」等）を徹底する。 
また、キャンセルの把握も行う。 
 
８．事業運営の向上及び職員の質の向上                                           
月 1回もくれんスタッフ会議を行い、利用者や仕事内容の共有、行事企画を行う。 
併せて地域支援に関わる法人内スタッフとの会議（地域子育てサポートネット）や法人内研修に参加し、 



子育て世帯に対するさらなる支援の向上ついて共に学ぶ機会とする。 
病児保育の質の向上のため協議会主催の研修会への参加、他の病児保育室への視察等を行う。 
また、利用者も地域拡大（津奈木町からの業務委託）に伴い、利用者の増加も見込めるため、よりきめ
細やかなケアを推し進める。 
 
９．広報・地域活動                                           
利用者がいない場合には、常勤職員を中心にパンフレットやビラ、ポスターを作成し、保育所、こども
園、幼稚園、学童、地域の催しや月1回開催されている6か月健診、1歳半健診に積極的に出向き、水
俣市・津奈木町の子育て事情の把握も兼ねて周知活動を行う。  
周知活動に併せて保護者に当事業をより知ってもらえるためにSNS（インスタグラムやホームページ等）
を活用した当事業の日々の活動紹介も行う。 
子ども地域食堂ポパイ／こセンDEポパイの開催に合わせ、病児・病後児保育の活動の周知や見学会を 
春・秋で年2回ずつ実施する。 



2026 年度 病児病後児保育もくれん 年間行事計画 
 
 職員関係 広報活動 研修会等 

４ もくれん会議 オリーブ会議 
子ども地域食堂ポパイでの見学会 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

５ 
もくれん会議 
オリーブ会議 

こセン de ポパイ周知活動・見学会 
もくれん便り 
6 か月/１歳半健診訪問 

法人全体会議 

６ もくれん会議 
オリーブ会議 

子ども地域食堂ポパイ協力 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

７ もくれん会議 
オリーブ会議 

6 か月/１歳半健診訪問 全国病児病後児研究大会 

８ もくれん会議 
オリーブ会議 

子ども地域食堂ポパイ協力 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

９ もくれん会議 
オリーブ会議 

6 か月/１歳半健診訪問 多職種勉強会 

10 もくれん会議 
オリーブ会議 

子ども地域食堂ポパイ見学会案内 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

11 もくれん会議 
オリーブ会議 

こセン de ポパイでの周知活動 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

12 もくれん会議 
オリーブ会議 

子ども地域食堂ポパイ協力 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

１ もくれん会議 
オリーブ会議 

6 か月/１歳半健診訪問 全国病児保育施設協議会 

２ もくれん会議 
オリーブ会議 

子ども地域食堂ポパイ協力 
6 か月/１歳半健診訪問 

 

３ 
もくれん会議 
オリーブ会議 
地域子育てサポートネット報告会 

6 か月/１歳半健診訪問  

そ
の
他 

・臨時会議 
・健康診断 

・SNS 活動報告 
・ホームページ更新 

・法人研修 
・他施設見学 

 



2026 年度 ファミリサポートセンターみなさぽ 事業計画書 
 
１事業目的 
 児童虐待や少子化、男女共同参画等、児童及び家庭を取り巻く社会環境が大きく変化している中
で、仕事と育児を両立し安心して働くことや子育てができる環境づくりを推進していくために、育
児の援助を受けたいものと、援助を行いたいものを会員として、組織化し、相互に援助を行うファ
ミリーサポートセンター事業を行い、もって保護者及び児童の福祉の向上を図る事を目的とする。 
 
２事業概要 
 （１）会員種別 
   ・依頼会員（子どもを預けたい方、援助を必要とする方） 
   ・提供会員（子どもを預かりたい方、援助する方） 
   ・両方会員（依頼も協力も行う会員） 
 （２）会員の加入促進事業 
   ・市広報によるPR活動 
   ・マスコミへの情報提供による PR活動 
   ・ポスター、チラシによるPR活動 
    （保育園、幼稚園、病院、商業施設、市主催の小児検診時など） 
   ・各種子育て支援サークルとの連携による PR活動 
   ・会員の口コミ、SNSによる PRのお願い 
 （３）会員に対する情報提供及び研修会事業 
   ・研修会の開催（年２回） 
     （会員に対する子育てに関する留意点や援助技術等） 
   ・交流会の開催（年 1回） 
     （会員同士の親睦と情報交換） 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 
 
 



水俣市ファミリーサポートセンター年間事業計画 

 各種研修 業務内容 その他 

4 月  各会員活動 実績報告 委託契約 

5 月  各会員活動 実績報告 広報周知活動 

6 月  各会員活動 実績報告  

7 月  各会員活動 実績報告 広報周知活動 

8 月 交流会 各会員活動 実績報告  

9 月  各会員活動 実績報告 広報周知活動 

10 月  各会員活動 実績報告  

11 月 研修会 各会員活動 実績報告 広報周知活動 

12 月 ファミサポ協議会 

研修会 

各会員活動 実績報告  

1 月 研修会（衛生講話） 各会員活動 実績報告 広報周知活動 

2 月  各会員活動 実績報告  

3 月  各会員活動 実績報告 委託事業実績報告 

地域子育てサポート

ネット報告会 

 年間を通じて会員募集周知広報活動を行う 
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2026 年度 水俣市こどもセンター 事業計画（案） 

 

１．事業目的・経営方針                                     
①目的                                                                                        
１児童館事業、２地域子育て支援拠点事業、３多世代交流事業、４地域・多世代交流拠点事業の 4事業
で構成されるこどもセンターは、地域自治法、児童福祉法、水俣市児童館設置条例、水俣市指定管理者
業務仕様書、消防法、その他関係法令等を遵守し、子育て世帯や児童のみでなく、地域住民だれもが気
軽に集い利用できる場所を提供する場とする。 
１.児童館事業とは、児童にあそびの施設の提供等を行い、健全な遊びの場を通じて健康を増進し情
操豊かにする事業 
２.地域子育て支援拠点事業とは、地域の子育て中の親子の交流促進や育児相談等を実施し、子育て
の孤立感、負担感の解消を図り、全ての子育て家庭を地域で支える事業 
３.多世代交流事業とは、こどもからおとな、高齢者までの様々な世代の人々が集まり、一緒に活動
したり話をしたりすることで交流を深める事業 
４・地域・多世代交流拠点事業は、子育て情報誌作成発信や、SNS等で地域の子育ての関する情報
の提供を積極的に行い、またマルシェの開催を通して、子育て支援に寄与する。 

 
②基本理念・方針                                          
地域支援部門の支援テーマ【いのち みらい ささえあい】に基づく、地域に根ざした支援を展開する。 
地域の児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し情操豊かにするとともに、保護者同士のつながり、
子ども同士のつながり、また地域とのつながりを持つなど、総合的な４つの機能を有する場所とする。 
 １.乳幼児及び児童の健全育成を図る機能 
２.子ども達と子ども達を温かく見守る地域をつなげる架け橋としての機能 
３.母親（父親）の安心な居場所としての機能 
４.相談機関としての機能 

 
２．事業体制                                          
①事業概要                                                                                         
施設の効用を最大限に発揮するため１～４を取り組む 
【１.乳幼児及び児童の健全育成を図る取り組み】 
 ①拠点性、多機能性、地域性に基づき、切れ目のない家族全体まるごと支援 
 ②障がいのあるなしにかかわらず、インクルーシブルな環境の提供を行う。また外国籍である家庭等、
多様性を重んじ誰もが安心安全に利用できる場所 

 ③地域住民とのコミュニケーションを図る児童館としての行事計画を行う 
 ④法人栄養士によるクッキング教室の開催など、食の大切さを発信 
【２.子ども達と子ども達を温かく見守る地域をつなげる架け橋としての機能（多世代交流）】 
 ①子ども地域食堂ポパイの開催（奇数月開催/偶数月は児童家庭支援センターオリーブの木にて開催） 
を通し、子どもから大人まで全ての方を対象とするとともに、だれもがボランティアとして参加し 
ていただける運営を行う。 
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 ②地域の若者の参画によるイベント開催 
 ③サークル活動への地域住民の講師依頼・調整等 
 ④地域の方との農作物体験活動 
 ⑤子育てに関しての各種情報収集と情報発信の場として機能する 
【３.母親（父親）の安心な居場所としての機能】 
 ①ベビーバンク（衣類、ベビー用品のリユース）、制服バンクの常設や、ママCafé/パパ Café などを 
通じて子育て支援活動を行う。 

 ②ポパイキッズやマルシェ、季節の行事・イベントなどを取り入れ子育て世帯の交流や、多世代 
交流の活性化を図る。 

 ③法人や法人内事業所の開催する子育てセミナー等の案内 
【４.相談機関としての機能】 
 専門職（保育士や社会福祉士等）が常駐することにより、センター利用者への安心で気軽な相談体制
が整う。また地域の心配な児童や家庭と早期に関わる機会を得ることができ、各関係機関との情報共有
もスムーズに行うことが可能となる。 
 
②対象者                                             
１.児童館業務 
 ０～18 歳までの児童とその保護者（つどいの広場の閉館後の乳幼児、主に小学生） 
２.地域子育て支援拠点事業（つどいの広場） 
 乳幼児（未就学）とその保護者 
３.多世代交流拠点事業 
 地域の方（一般） 
４.地域・多世代交流拠点事業 
 地域の方（一般） 
 
③定員                                             
特に設定せず 
 
④職員構成                                                                                   
１.管理者（兼務） 1 名 
２.児童館業務   
 児童厚生員 常勤 3名（1名兼務） 非常勤 1名 
３.地域子育て支援拠点事業 
 保育士 常勤 2名（1名兼務） 
４.地域多世代交流拠点事業 
 専任スタッフ 1名 
５.その他  
 
⑤開所時間                                                                                   
１.児童館事業 
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  開館日：火曜日～土曜日（10:00～12:00 13:00～17:00） 
２.地域子育て支援拠点事業 
 開館日：火曜日～土曜日（10:00～15:00） 
３.閉館日：日曜日・月曜日、祝祭日及び 12月 29 日～1月 3 日 
 
⑥施設・設備                                            
■場所：水俣市陣内 2丁目 16番 17 号 
■電話：0966-63-8411 
 
１、不特定多数が利用するセンターとして、開館時間内は細心の注意をはらい、不審者等への対応には、
民間のセキュリティを活用し、安心して利用できる環境を整える。 

２、事故や怪我の無いよう、建物や設備等は定期的に点検を行い事故防止を図る。 
３、消耗品に関しては常に補充しておく。 
４、利用者が日々利用する部屋、トイレ、玄関、キッチン、また玩具や遊具など、日常点検表を用いて、 
清潔な状態に保つ。 

 
⑦留意事項                                             
1、サービスの提供にあたっては、指定管理者業務仕様書に基づき、利用者の健康状態及び心身状況に
等に細心の注意を払い、事故防止に努め、速やかに水俣市の担当課へ報告を行う。 
また、損害保険へ加入し、児童の事故に備える。 

２、業務上知り得た個人情報の取扱いについては、「個人情報に関する基本方針」に基づき、十分は配
慮に努める。 

３、学校・医療機関・地域団体等の関係機関との連携に戻づく事業であるため、その内容を周知し、ま
た情報や課題を共有する体制づくりに努める。 

４、児童福祉施設の設備及び運営に関し、法人事業継続計画に基づき必要な措置を講じる。 
５、児童福祉施設の設備及び運営に関し、避難訓練年間計画等を作成、防火管理者を設置し、利用児童
の安全に必要な措置を講じる。 

６、AEDの完備に関し、緊急事態に対応できるように、定期的は講習を受けるものとする。 
７、月次事業報告会を開催。また水俣市こどもセンター運営委員会に参加し、事業実績及び事業計画等
に関して報告を行う。 

 
⑧苦情への対応                                          
利用者からの苦情については、苦情箱をセンター内に設置。 
また責任者と窓口を設置し、迅速かつ適切に対応するものとする。 
センター内に水俣市と法人の第三者委員等の苦情体制を明示する。 
1、業務運営に関する苦情に関して：水俣市の第三者委員 
  第三者委員（水俣市第三者委員）：2名 
２、利用に関しての苦情等に関して：法人の第三者委員 
苦情解決責任者：管理者 諌山 直子 
苦情解決受付窓口：相談員 橋本 敦子（児童養護施設光明童園・家庭支援専門相談員） 
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  第三者委員（法人第三者委員）：3名 
 
⑨虐待への対応                                         
利用者の人権の擁護、虐待防止の徹底を図るため、責任者を設置する等、必要な体制を整備し、職員に
対しては定期的な研修を実施し、養護者による虐待を未然に防ぐ、発見時には通報するなど、速やかに
対応できる体制を整える。 
 
３．職員処遇                                          
①職員研修                                                                                    
【目的】 
常に新しい情報を得ることで児童やそのご家族への適切な相談支援・生活支援を行う。 
スタッフ研修計画を策定し職員のスキルアップ、意欲向上を図る。 
■1.法人が行っている職員研修等への積極的な参加 
■2.他事業所への見学・研修 
■3.その他、集合型オンラインなど自らの実務に即した研修、スキルアップに向けた講習の受講等 
 
②職員の健康管理                                          
職員は、定期的に健康診断を受けると共に、研修の機会等を通じて健康管理の重要性を認識し、健康管
理に努める。 
 
②その他                                             
１、ハラスメントの無い職場作りを徹底するため、①管理者の宣言文、②ハラスメントに関する研修会、 
③ハラスメントに関するアンケート（年 1回）を開催する 

２、ハラスメント解決委員会の設置 
  ハラスメント解決委員長：管理者 諌山 直子 
ハラスメント受付担当者：相談員 堀 紀子 

 
４．その他                                            
①後援会組織                                                                                   
【ひかりどうえんを支える会】に、法人内の事業所として加入 
 
②地域貢献活動～地域の縁がわ～                                  
法人で取り組む地域貢献活動に積極的に携わり、子ども地域食堂、その他の活動を通して地域の方々と
利用者との交流を図り、地域に根差した事業所作りに努める。 
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2026 年度 水俣市こどもセンター 年間行事予定（児童館） 
 

月 イベント・クッキング 
開催予定日 

読み聞かせ 
第 2 土曜日
11:00～ 

避難訓練 
消火訓練 
第 4 火曜日 

制作 

4 サラたま収穫（濵納氏）    

 紙ひこうきとばそう    

5 とうげい教室（一期崎氏）   ファミリーday 制作 

6 食育月間 

トウモロコシ収穫・クッキング 

 水害訓練  

7 木工教室（山本木工所） 

水俣高校コラボ（夏休みの平日） 

   

8 こセン夏祭り（8日） 夏まつり合同   

 e-スポーツであそぼう 

（夏休みの平日） 

   

9 昔あそび（12日）講師交渉中  地震訓練  

10 おいもクッキング講師交渉中   ハロウィン制作 

11 総合避難訓練（水俣消防署）  不審者訓練  

 あおぞらクッキング講師調整中    

12 クリスマスマルシェ（12 日）   クリスマス制作 

 しめ縄づくり（26 日）   しめ縄づくり 

1 もちピザ（7日）    

2 スクラップブッキング（27 日）    

3 おにぎり遠足（26 日）    

 

 

 

 

 



2026 年度 水俣市こどもセンター 年間行事予定（多世代交流事業） 
 

月 多世代・交流事業 産業振興 図書館 
おはなし会 
毎月第 2土曜 
11:00 

必須業務 
 

※安全点検 

4  サラたま収穫   

5 子ども地域食堂 5/16    

  塩麴作り 吉永氏 5/13   

6  とうもろこし収穫 濵納氏   

  防災のおはなし 木戸氏   

7 子ども地域食堂 7/18    

  更年期のおはなし 吉野氏   

8 夏休みポパイキッズ    

  e-スポーツ（水俣市社協）   

9 子ども地域食堂 9/19    

  おはぎをつくろう 一期崎氏   

10     

11 みな食フェスタ    

  総合消防訓練（水俣消防署）   

12  キャンドル作り 一期崎氏 12/25   

1 子ども地域食堂 1/26    

  味噌作り 平田栄養士   

2     

3  子ども地域食堂 3/21    

 

 

 

 



 
2026 年度 水俣市こどもセンター 年間行事予定（地域・多世代交流事業） 

 
月 マルシェ        情報発信  資源発掘 
  子育て情報誌 母子モ・SNS  

4   〇  

5  5 号発行 〇  

6  6 号発行 〇  

7  7 号発行 〇  

8 こセン夏祭り 8/8 8 号発行 〇  

9  9 号発行 〇  

10 ハロウィンパーティー 10/24 10 号発行 〇  

11  11 号発行 〇  

12 クリスマスマルシェ 12/12 12 号発行 〇  

1  13 号発行 〇  

2  14 号発行 〇  

3   15 号発行 〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
2026 年度 水俣市こどもセンター 年間行事予定（地域子育て支援拠点事業） 

 
月 季節の行事 ぴよぴよの日・制作 育児講座 たまひよ 

山口祥子氏 
ママリラ 

開催 奇数月  毎月 第 4 木曜 第 3 水曜 

4  こいのぼり制作 手形アート 千々岩氏 4/15   

5 4.5 月お誕生会 ファミリーディ２days 歯磨き講座 森氏 歯磨き隊  鍼灸 

6   心理士さんに聞いてみよう 

優しい子どもに育つ関わり方・声

のかけ方 

 首肩のマッサージ 

7 プール開き    虫よけスプレー作り 

 6.7 月お誕生会 七夕制作 リトミック 淵上氏   

8 夏のお楽しみ会  ベビーヨガ   

9 8.9 月お誕生会 敬老の日制作 離乳食教室 光明栄養士  絵本セラピー須崎氏 

10 ぴよぴよ運動会  心理士さんに聞いてみよう  ヘッドマッサ―ジ 

11 10.11 月お誕生会  ママエクササイズ  アロマハンドクリー

ム作り 

12 クリスマス会 クリスマス制作 リトミック 淵上氏  バスボム作り 

1 12.1 月お誕生会  離乳食教室 湯出光明栄養士   

2 節分会 節分制作 親子ヨガ 山田氏   

3 2.3 月お誕生会 ひなまつり制作 ピラティス 前田氏   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2026 年度 ママリラ（ママリラックス）企画案】 

目的：①ママ同士の交流を深める 

       ②孤立しがちなママと赤ちゃんの孤育てを防ぐ 

       ③気軽に集まり安心して過ごせる場所の提供 

対象；子育て中の保護者、子ども 

日時：毎月第 3水曜日 10:30～12:00 

内容：毎月講師を招き「来てよかった、楽しかった」と思える企画 

   ・アンケートを取りニーズを知る 

   ・子どもたちを参加者（スタッフ）皆で見守り、子ども同士の世界を形成 

   ・簡単なお茶菓子を用意してリラックスしていただく 

講師予定： 4 月 15 日 

      5 月 20 日 鍼灸 

      6 月 17 日 首肩マッサージ（吉野絵美氏） 

      7 月 15 日 虫よけスプレー作り 

      8 月 19 日 

      9 月 16 日 絵本セラピー（須崎あゆみ氏） 

      10 月 21 日 ヘッドマッサージ 

      11 月 18 日 アロマハンドクリームを作ろう！ 

      12 月 16 日 ハンドケア 

      1 月 20 日 バスボム作り 

      2 月 17 日 

      3 月 17 日 

講師料：3,000 円 

参加費：300 円＋材料費をその都度徴収 

 



2026 年度 防火避難訓練年間計画表 

水俣市こどもセンター 

訓練 
予定日 

出火想定 
場 所 内  容 実 施 上 の 留 意 点 と 指 導 

4/28（火） 
11:00 多世代交流室倉庫 

倉庫内保管物 
からの出火 

・防火組織表の説明 
・災害対策の説明 
・避難順路、各係の再確認 

５/26（火） 
16:30 機械室 機械室配線からの出

火 
・防火組織表の再確認と説明 
・避難順路、各係の再確認 

6/30（火） 
11:00 調乳室 

調乳室の 
電気ポットから 
出火 

・初期消火の重要性について 
・非常放送をきき逃さない 
・消火器の取り扱い設置場所の確認 
・大雨時の河川接近の危険を伝える 

7/28（火） 
16:30 食品庫 食品庫電気機器 

から出火 

・火のありがたさ、火の恐ろしさ、 
 火災予防について 
・消火器の使用、設置場所確認 

8/25（火） 
16:30 相談室 相談室内の電気機

器からの出火 

・各自、係分担に従い責任を持ってあたる 
・避難の持ち出しについて 
・消防設備点検業者立ち合い消火器使用訓練 
（予定） 

9/29（火） 
16:30 

図書室 
押入 

図書室押入保管物
からの出火 

・避難後の集合状態 
・避難順路、各係の再確認 

10/27（火） 
11:00 集会室 集会室の 

機器からの出火 

・避難誘導の徹底 
・防火対策の再確認 
・人員の確認を敏速に行う 

11/24（火） 
16:30 

多世代 
交流室 
キッチン 

コンロからの 
出火 

・避難誘導の徹底 
・火のとりあつかいについて 
・消防署立会い訓練（予定） 

12/22（火） 
11:00 

沐浴室/倉庫 
つどいの広場トイレ 

倉庫内保管物から
の出火 

・各自、係分担に従い責任を持ってあたる 

1/26（火） 
16:30 

多世代交流室 
キッチン 

乾燥機からの 
出火 

・避難誘導の徹底 
・各係の再確認 

2/23（火） 
11:00 事務室 電子機器からの 

出火 
・避難誘導の徹底 
・初期消火の重要性について  

3/23（火） 
16:30 

図書室 
つどいの広場  
図書スペース 

蔵書からの出火 
・避難誘導の徹底 
・人員の確認を敏速に行う 

水俣消防署立ち合いの出向訓練、消防設備点検業者立ち合いの消火器使用の訓練を年 1回ずつ予定 
 

 


